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第２章　重力式擁壁の土圧計算法　2.7　二段積み擁壁の土圧計算法（P45)

式（2.44）　Q H＝0　であり

となる。

　この考え方は、安全側となる。
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ハイウォールに適用に当た

ハイウォール擁壁は、
柔軟性のある構造体なので、
地盤反力は”等分布”となる。

sin(ω-φ+θ）

cos(ω‐φ-δ-α）
P= （W+Q v）

ハイウォールでは、”擁
壁間距離”は安定計算の結果
なので、安定計算に当たって
は、距離=0と固定する。

　本計算は、”試行くさび”一
般に応用できる式であり、”盛
土””切土”共に応用できる。

θ= tan-1
Q H
W+Q V

=0

　これは、一般的な”試行くさ
び”と同じ式となる
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